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議事次第 

○会見者 代表取締役社長 前田 信弘

○会見内容

１．中期経営計画2024‐2026の策定

２．2024年度 事業計画の概要

３．新設・更新事業等の進捗状況

４．最近の通行台数状況

定例会見 (2024年4月10日)
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１．中期経営計画2024‐2026の策定 ～安全・快適な首都高、そして持続的な進化と新たな挑戦～

［１］ 中期経営計画2024-2026の位置づけ

- １ -

〇 サステナブルな社会の実現と首都高グループの持続的な成長の両立を目指す
〇 10年後のありたい姿を描き、バックキャストにより中期経営計画2024-2026を策定
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［２］ 中期経営計画2024-2026の方針

○ 社会環境の劇的な変化に対応すべく、4つの基本指針と6つの重要テーマを掲げ、首都高
グループ全社員が誇りと働きがいを持ち、一丸となって計画を推進

- ２ -

１．中期経営計画2024‐2026の策定 ～安全・快適な首都高、そして持続的な進化と新たな挑戦～
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［３］ 取り組む６つのテーマ①②

- ３ -

お客さまに安全・安心に首都高をご利用いただくため、新技術を活用し
て効率的かつ着実に維持管理を実施します。

• ETC専用化の推進
ETC専用化の早期概成に向けた取り組みを進め、安全性・快適性の向上や
持続可能な料金所運用の実現、新たなサービスの提供を目指します。

■ 安全性・快適性の向上

■ 持続可能な料金所運用の実現

■ 新たなサービスの提供

• 新技術の実装による維持管理の更なる効率化

■ 安全i-DREAMs🄬の更なる進化・高度化

■ 点検新技術の活用

■ 点検用ドローン ■ ３Ｄ ＥＴＣ Ｄｏｃｔｏｒ

１．中期経営計画2024‐2026の策定 ～安全・快適な首都高、そして持続的な進化と新たな挑戦～
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［３］ 取り組む６つのテーマ③④

カーボンニュートラルの実現に向け、省エネルギー化への取り組みを進めます。

• 国内・海外における社会インフラサポート事業の拡大展開

※ 社会インフラサポート事業：
首都高で培った技術や経験等を活かし、インフラ事業者が抱える課題解決
をサポートするもの（国内・海外の技術コンサルティング事業、メンテナンス事
業、用地補償コンサルティング事業、建築コンサルティング事業の総称）

これまで取り組んできた国内外のコンサルティング事業やメンテナン
ス事業を「社会インフラサポート事業※」と位置付け、得意分野や独
自技術を発展させるとともに、新分野・新顧客・新地域（３NEW）へ拡
大・展開します。

• カーボンニュートラルの取り組みの加速

- ４ -

１．中期経営計画2024‐2026の策定 ～安全・快適な首都高、そして持続的な進化と新たな挑戦～
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［３］ 取り組む６つのテーマ⑤⑥

• 新しい企業価値の創出に向けたプレゼンスの向上

ステークホルダーの皆さまに対し積極的な情報発信を行うなど、
企業価値創出に向けたプレゼンスの向上に取り組みます。

• 災害への迅速な対応を支援する技術の開発

ますます激甚化する災害に対し、災害に強い高速道路を実現するとと
もに、被害発生時の迅速な対応を支援する強固な通信技術の導入を目
指します。

■災害発生時の情報共有方法の例

■道路啓開の効率化に資する活用方法の例

- ５ -

１．中期経営計画2024‐2026の策定 ～安全・快適な首都高、そして持続的な進化と新たな挑戦～
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２．2024年度事業計画の概要

- ６ -

高速道路事業：2,521億円（前年度：3,245億円）

高速道路事業以外の事業：146億円（前年度：154億円）

事業区分 事業の概要 事業費 参考（前年度）

高速道路の新設、改築
・新大宮上尾道路（与野～上尾南）等の新設、改築 99億円 89億円

・日本橋区間、東品川桟橋・鮫洲埋立部、高速大師橋の
大規模更新

550億円 466億円

高速道路の維持、修繕 ・首都高速道路327.2ｋｍの維持、修繕 1,311億円 1,697億円

・大規模修繕等 562億円 993億円

事業区分 事業の概要 事業費 参考（前年度）

パーキングエリアの管理 八潮パーキングエリア等の管理 0.4億円 0.4億円

国、地方公共団体等からの受託事業 新大宮上尾道路の受託事業等 118億円 128億円

その他の事業
駐車場事業、首都高速2号線高架下施設事
業等

28億円 25億円

〇 2024事業年度は、計画的で適切な維持管理や大規模更新・修繕など安全・安心の追求、

ネットワーク整備、道路交通情報など快適・便利なサービスの提供等を着実に推進
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〇 2014年度から開始した法定点検において、新技術も活用しつつ、より詳細な点検を行っ
たことにより、新たに更新が必要な箇所が21.6Km判明し、抜本的な対策として3,056億円
の更新事業を2024年度から新たに着手

〇 2024年度は、速やかな工事着手に向けて設計や関係機関協議などを実施予定

［新たな更新事業（新規事業着手） ］

羽田トンネル（新たに更新が必要な箇所の例）

荒川湾岸橋（新たに更新が必要な箇所の例）

開通直後

下地から塗装を塗替え

中床版上面のコンクリートはく離

損傷部位（ガセットプレート）等の補修・取替

・損傷部位（ガセットプレート等）の全面的な補修・取替
・塗膜を全て除去し、高耐久な塗装への全面的な塗り替え
・アクセス困難箇所に点検通路等を設置して維持管理性を向上

対策
内容

点検通路の増設

ブラストによる塗膜
およびさび除去

鋼板 鋼板 鋼板

高耐久仕様で塗装塗膜剥がれ

中床版上面の鉄筋消失

中床版の補修・再構築

損傷した
部材の

補修・取替

・損傷部位（中床版等）の補修・再構築
・トンネル躯体のせん断補強
・トンネル内面の表面被覆による劣化因子の遮断

（他事例）

ブラスト等による塗膜除去

※破断箇所は応急補修済

対策
内容

対策内容

中床版の補修・再構築

壁面補修

せん断補強範囲
再構築部分補修

板橋JCT

熊野町JCT

江北JCT

小菅JCT

堀切JCT

小松川JCT

葛西JCT

美女木JCT

大橋JCT

西新宿JCT

辰巳JCT
東雲JCT

有明JCT

高谷JCT

東海JCT昭和島JCT

大師JCT

川崎浮島JCT

川口JCT

三郷JCT

大黒JCT

生麦JCT

本牧JCT

横浜港北JCT

横浜青葉JCT

金港JCT

三ツ沢JCT

狩場JCT

石川町JCT

与野JCT

大井JCT

上尾南

さいたま見沼

高井戸

用賀

入谷

戸越

晴海

篠崎

並木

荒川湾岸橋
羽田トンネル

：更新実施中箇所（63.7km）

：新たに更新が必要な箇所（21.6km）

＜首都高の供用延長：327.2km＞

‐ ７ ‐

３. 新設・更新事業等の進捗状況
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〇 2021年4月から着手した呉服橋・江戸橋出入口撤去が2023年度に完了（日本橋川上空に
約1割の青空が戻る）

〇 2024年度より、工事説明会を実施した上で地下化ルート整備に向けてトンネル工事など
の現場作業に着手

‐ ８ ‐

写真① 呉服橋出入口の状況（撤去工事完了） 写真② 江戸橋出口の状況（撤去工事完了）

［日本橋区間地下化事業］

撤去前

呉服橋出入口

撤去後 撤去前 撤去後

江戸橋出口

３. 新設・更新事業等の進捗状況
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［新京橋連結路（新規事業着手）］

〇 日本橋区間地下化に伴って一部廃止となる江戸橋ＪＣＴの代替機能を確保するため、都心環状線
（築地川区間）と八重洲線を地下で結ぶ新京橋連結路の整備を2024年度から新たに着手

〇 今後、共同事業者である東京都とともに、2035年度の完成を目指す
〇 2024年度は、都市計画事業認可を取得し、事業説明会及び用地補償説明会を開催した上で、

地下埋設物の移設工事等に着手予定

■新京橋連結路 位置図

大規模更新事業（築地川区間）及び東京都による街路事業とあわせて事業を実施

３. 新設・更新事業等の進捗状況

延長約1.1.km

中央区
八重洲二丁目

中央区
新富二丁目

■新京橋連結路 平面模式図
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旧 羽田線(下り)
（撤去中）

切り替え

東京モノレール

大井JCT

う回路
（上り線）

更新上り線
(暫定下り線)

更新下り線
(工事中)

断面図（Ａ-Ａ）

完 了

現 在

〇 完成済みの更新上り線と東京モノレールに挟まれた狭隘な空間で「更新下り線工事」を実施中
〇 東品川桟橋部は、橋脚の設置が完了しており、上部工を実施中 〔写真①②〕

〇 鮫洲埋立部は、躯体の構築が完了しており、橋面工を実施中 〔写真③〕

更新上り線を暫定下り線として供用中

更新範囲 約１．９ｋｍ

鮫洲埋立部
約０．６km

東品川桟橋部
約１．３km

高速1号羽田線

現在

＜施工ステップ図＞

Ａ

Ａ

東京モノレール

‐ １０ ‐

更新下り線（工事中）

更新上り線（暫定下り線）

う回路（上り線）

写真②

［東品川桟橋・鮫洲埋立部更新事業］

写真③

写真② 東品川桟橋部の状況
（恒久足場設置工）

写真①

写真① 東品川桟橋部の状況
（主桁架設工）

東京モノレール

更新上り線
（暫定下り線）

写真③ 鮫洲埋立部の状況
（落下防止柵設置工）

３. 新設・更新事業等の進捗状況
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［高速大師橋更新事業］

写真② 一括吊り下げ撤去状況 写真③ 台船上での解体状況

＜施工手順＞

新設橋

旧橋

STEP4 旧橋移動・新設橋架設（2週間通行止め）
STEP5 【現在】 旧橋解体・撤去、恒久足場の設置

完成

写真① 現場状況（全体）

○ 新設橋への架け替え工事が完了し、上流側にスライドした旧橋の解体・撤去を実施中
（全長約300mのうち、約3割の撤去完了（ 2024年3月末時点））

撤去済

全長約300m

撤去済写真①

写真③

撤去済
（一括吊り下げ撤去）

写真②

３. 新設・更新事業等の進捗状況
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○ 国土交通省関東地方整備局と当社の共同で事業を進めており、用地取得等を実施中
○ 与野JCT部では、本線高架橋の工事に先駆けた与野出入口の付替工事に2023年7月から着手
入口部で橋台・橋脚工を実施中。出口部で国道17号バイパス1車線規制による常設作業帯を設置

‐ １２ ‐

３. 新設・更新事業等の進捗状況

与野出入口
の付替工事

現在
［与野出入口］

付替後
［与野入口］

付替後
［与野出口］

至：鴻巣

至：東京

至：新都心

与野出入口付替イメージ（与野JCT付近） 橋脚施工状況（与野JCT付近）

新大宮上尾道路（与野～上尾南：延長約8.0km）

位置図

新大宮上尾道路
（与野～上尾南）

平面図

［新大宮上尾道路（与野～上尾南）新設事業］

橋台施工状況（与野JCT付近）

延伸
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４. 最近の通行台数状況  

‐ １３ ‐

〇 通行台数は新型コロナウイルスの5類移行など社会経済活動の正常化に伴い順調に推移
(今年2月は降雪の影響により対前年比△3.1%)

〇 一方、車両分類別の交通量を見ると、タクシーやバスの交通量は、総数は前年度よりも
 増加しているが、コロナ禍前の水準に戻っていない時間帯も存在する

2023年5月8日～ 新型コロナウイルスの５類移行

※2024年3月は速報値

2023年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2024年1月 2月 3月

通行台数 101.6 98.4 102.6 104.4 102.0 103.6 104.3 105.4 105.0 96.2 97.2 105.9

前年比 +4.6% +3.9% +1.7% +5.0% +4.1% +3.2% +2.1% +2.8% +2.2% +1.8% △3.1% ＋0.1%

（単位：万台/日）

〈車種別時間帯別通行台数比較〉

対コロナ禍前比率
97.1％

対コロナ禍前比率
71.3％

台風19号・即位の礼の影響により、
2019年10月の通行台数は例年に比して少ない

（万台/日）

（台/日）

（台/日）

（時間）

（時間）
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